
  

 
 
 
 
 
 
 

憲法審査会とうとう始動！民・自・公が委員選任強行 

今必要なことは、改憲ではなく憲法を生かした復興 

憲法会議が抗議の声明 
衆参両院は 10 月 20 日の第 179 臨時国会初日の本会議で、民主、自民、公明党などが、

日本共産党、社民党の反対を押し切って憲法審査会の委員の選任を強行しました。翌 21 日

には衆参それぞれの憲法審査会が第 1 回会議を開き、会長を選出しました。2007 年 5 月

に改憲手続き法が自・公の強行採決で「成立」して以来 4 年 5ヵ月を経て、事実上の始動と

なりました。 

民主党は手続き法に反対、その後の始動にも反対  

当時野党であった民主党は不備があるとして反対、参議院では 18 項目もの付帯決議が採

択されました。その後も始動に反対し、委員名簿の提出を拒んできました。 

改憲派首相のもとで、国会運営優先の党利党略  

民主党は、「衆参のねじれ」を乗り切るために、自民･公明の要求に応えたもので、国の基

本である憲法をめぐる問題を国会運営の手練手管、党利党略に利用するというとんでもない

暴挙に踏み出しました。民主党が自ら「不備」として付帯決議とした手続き法の欠陥につい

ても手つかずの状態であり、自己矛盾といえます。この始動強行は、自･公、財界やアメリカ

など改憲勢力の長年の強い要求と、9 月から政権についた野田首相自身が、自他共に認める

改憲派であることとも無関係ではありません。 

選任された委員は、集団的自衛権行使を主張したり、憲法第 96 条改正をかかげる議員連

盟の中心メンバー、靖国派など、これまでも改憲策動の中心となってきた議員が少なくあり

ません。 

国民は改憲など望んでいない、今必要なことは復興に憲法を生かすこと 

読売新聞の憲法世論調査（9 月 14日付）でも「9条を変えない」が 58％（変える 32％）

となっているように、国民は改憲など望んでいません。今必要なことは、憲法を震災復興や

原発事故の収束･補償などの対応に生かすことであり、国民生活を守る政治の隅々に生かすこ

とです。 

委員や政党には、「国民は改憲など望んでいない」「憲法を震災復興と暮らしにこそ生かせ」

の世論を集中しましょう。【衆参憲法審査会委員名簿は別掲】 

憲法会議が憲法審査会始動に抗議する声明を発表 

 憲法会議は 25日、声明「憲法審査会の始動にあたって」を発表しました【全文別掲】。始

動に抗議するとともに、民主党が憲法を国会対策に利用するという立憲主義否定の愚挙を批

判しています。さらに野田内閣が憲法第 9 条への攻撃を重ねていることについても指摘し、

明文にせよ、解釈にせよ、改憲策動を許さない運動をいっそう強化するとしています。 
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